
第５章 微分と積分 ２・導関数の応用

２ １ 関数の値の増加・減少（その２）

（２／８）■ 極大・極小 ■

★解法の技術★

次の関数の極値を求めなさい。また，そのグラフをかきなさい。

(1) ｙ＝χ３－６χ２＋１６ (2) ｙ＝－χ３＋３χ２－５ (3) ｙ＝χ３－６χ２＋１２χ

［考える手順］ ［答 案］

１ 導関数を求める (1) ｙ＝χ３－６χ２＋１６

ｙ'＝３χ２－１２χ

２ ＋－の境目を調べる ｙ'＝０となるχの値を調べると，

３χ２－１２χ＝０

χ２－４χ＝０

χ(χ－４)＝０

χ＝０，４

３ 増減表をかく よって，増減表は

χ … ０ … ４ …

ｙ' ＋ ０ － ０ ＋

ｙ Æ １６ Ø －１６ Æ

極大値 ｆ(０)＝(０)３－６・(０)２＋１６＝１６

極小値 ｆ(４)＝(４)３－６・(４)２＋１６＝－１６

４ グラフをかく

(増減表の利用)

５ 極値を求める χ＝０で極大値１６

(グラフの利用) χ＝４で極小値－１６

１ 導関数を求める (2) ｙ＝－χ３＋３χ２－５

ｙ'＝－３χ２＋６χ

２ ＋－の境目を調べる ｙ'＝０となるχの値を調べると，

－３χ２＋６χ＝０

χ２－２χ＝０

χ(χ－２)＝０

χ＝０，２

（次のページへつづく）Æ
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。
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Æ（前のページからのつづき）

３ 増減表をかく よって，増減表は

χ … ０ … ２ …

ｙ' － ０ ＋ ０ －

ｙ Ø －５ Æ －１ Ø

極小値 ｆ(０)＝－(０)３＋３・(０)２－５＝－５

極大値 ｆ(２)＝－(２)３＋３・(２)２－５＝－１

４ グラフをかく

(増減表の利用)

５ 極値を求める χ＝０で極小値－５

(グラフの利用) χ＝２で極大値－１

１ 導関数を求める (3) ｙ＝χ３－６χ２＋１２χ

ｙ'＝３χ２－１２χ＋１２

２ ＋－の境目を調べる ｙ'＝０となるχの値を調べると，

３χ２－１２χ＋１２＝０

χ２－４χ＋４＝０

(χ－２)２＝０

χ＝２

３ 増減表をかく よって，増減表は

χ … ２ …

ｙ' ＋ ０ ＋

ｙ Æ ０ Æ

４ グラフをかく

(増減表の利用)

５ 極値を求める 極値なし 【注】正・負が変わる点が極値

(グラフの利用) （正・正では極値なし）

２

＋＋

χ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。
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《資料》 《３次関数のグラフ（まとめ）》

★知識の整理★

【１】ｆ(χ)＝ａχ３＋ｂχ２＋ｃχ＋ｄ（ａ＞０）のグラフ

【２】ｆ(χ)＝ａχ３＋ｂχ２＋ｃχ＋ｄ（ａ＜０）のグラフ

＊【参照】４次関数のグラフ(まとめ)

ｆ(χ)＝ａχ４＋ｂχ３＋ｃχ２＋ｄχ＋ｅ（ａ≠０）のグラフ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




